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農
事
組
合
法
人
・
鴨
川
自

然
王
国
の
「
国
王
」
だ
っ
た

故
・
藤
本
敏
夫
氏
が
「
い
つ

も
時
代
の
一
歩
先
、
二
歩
先

を
行
っ
て
い
る
」
と
絶
賛
し

て
い
た「
増
刊

現
代
農
業
」

の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
、
全

六
集
（
各
４
部
作
）
の
セ
ッ

ト
組
と
な
り
、
全
国
の
書
店

で
入
手
し
や
す
く
な
っ
た
。

そ
の「
増
刊

現
代
農
業
」

の
先
見
性
は
何
に
よ
る
の
だ

ろ
う
か
。
常
連
執
筆
者
の
民

俗
研
究
家
・
結
城
登
美
雄
氏

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

「
行
き
づ
ま
り
、
行
き
暮
れ

る
日
本
。
そ
の
将
来
を
見
通

す
場
所
は
ど
こ
だ
ろ
う
か
。

逆
説
的
に
き
こ
え
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
は
日
本
の

中
の
小
さ
な
場
所
、
小
さ
な

村
で
は
な
い
か
と
思
う
。
こ

れ
ま
で
は
東
京
が
、
世
界
や

日
本
を
見
通
す
に
は
一
番
見

通
し
の
よ
い
場
所
で
あ
っ
た

が
、
今
は
一
番
将
来
が
見
え

に
く
い
場
所
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
こ
か
ら
最
も
遠
い

小
さ
な
村
が
、
次
の
日
本
を

考
え
る
一
番
見
晴
ら
し
の
よ

い
場
所
に
思
え
る
」

将
来
を
見
通
す
と
い
う
こ

と
は
、「
希
望
を
語
る
」
と

い
う
こ
と
。
人
の
生
き
方
や

地
域
の
「
希
望
」
を
、
小
さ

な
村
か
ら
村
へ
、
そ
し
て
都

市
へ
と
発
信
す
る
雑
誌
�
�

そ
れ
が
「
増
刊

現
代
農

業
」。たと

え
ば
最
新
号
『
小
さ

な
む
ら
に
は
希
望
が
あ
る
』

（
仮
題
、
６７
号
・
２
０
０
５

年
２
月
号
）
に
登
場
す
る
山

形
県
金
山
町
字
杉
沢
は
わ
ず

か
戸
数
一
四
戸
。
そ
こ
で
農

林
業
を
営
む
栗
田
和
則
さ
ん

は
、「
農
家
が
農
産
物
を
つ

く
る
こ
と
は
、
金
を
得
る
た

め
ば
か
り
で
な
く
、
自
ら
の

暮
ら
し
や
生
き
方
を
豊
か
に

す
る
も
の
で
あ
り
た
い
し
、

そ
れ
が
ま
た
農
業
を
持
続
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
」と
考
え
、

杉
沢
の
一
番
奥
ま
っ
た
と
こ

ろ
に
「
農
山
村
で
の
豊
か
な

暮
ら
し
と
は
何
か
を
考
え
、

創
造
す
る
」
を
目
的
と
し
て

十
一
年
前
、「
暮
ら
し
考
房
」

を
設
立
し
、
藍
染
め
や
森
あ

そ
び
、
森
づ
く
り
体
験
な
ど

の
場
を
提
供
し
始
め
た
。

す
る
と
五
年
後
に
は
、
い

っ
そ
む
ら
ぐ
る
み
で
人
の
受

け
入
れ
を
し
た
ら
と
、「
共

生
の
む
ら

す
ぎ
さ
わ
」
が

誕
生
、
そ
こ
に
は
い
ま
、
山

里
の
暮
ら
し
と
技
を
伝
え
る

七
人
の
山
里
の
案
内
人
が
い

て
、
森
や
自
然
を
と
も
に
楽

し
む
森
の
案
内
人
の
若
者
一

〇
人
が
い
る
。
ほ
か
に
三
戸

の
民
泊
農
家
、
三
戸
の
メ
ー

プ
ル
サ
ッ
プ
研
究
会
員
、
三

戸
の
会
員
制
産
直
倶
楽
部
の

農
産
物
提
供
農
家
が
い
て
、

か
つ
て
金
山
町
一
番
の
山
奥

の
村
と
い
わ
れ
た
こ
の
杉
沢

に
一
年
で
二
〇
〇
〇
名
を
越

え
る
人
が
集
ま
り
、
町
一
番

の
元
気
む
ら
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
…
…
。

「
増
刊

現
代
農
業
」
は
、

い
ま
、
日
本
で
唯
一
の
、「
希

望
」
を
語
る
こ
と
の
で
き
る

雑
誌
で
あ
る
。

＊

＊

＊

「
増
刊

現
代
農
業
」
は
、

年
４
回
刊
、
Ａ
５
判
、
定
価

９
０
０
円
、
年
間
購
読
料
３

６
０
０
円
（
前
払
で
送
料
無

料
）。

宮
城
県
丸
森
町
大
張
地
区
の「
な
ん
で
も
や
」。
３
年
前
、

Ｊ
Ａ
の
合
理
化
で
購
買
部
が
閉
鎖
さ
れ
た
た
め
、
住
民
が

１
世
帯
２
０
０
０
円
ず
つ
協
力
金
を
集
め
、
昨
年
開
店
。

１
年
で
黒
字
が
出
た
た
め
、
調
理
場
の
設
置
を
予
定
し
て

い
る
。（『
な
つ
か
し
い
未
来
へ
』
よ
り
）

第１集 帰 農 全４冊
●３６００円第２集 スローライフ 全４冊

●３６００円第３集 地域経済 全４冊
●３６００円

「
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
生
き
方
は
都
市
で
は
な
く
、
農
山

漁
村
に
あ
る
」
と
提
示
し
て
、「
定
年
帰
農
」「
半
農
半
Ｘ
」

な
ど
の
社
会
潮
流
を
ま
き
起
こ
し
た
シ
リ
ー
ズ
。
昭
和
ひ

と
ケ
タ
も
団
塊
世
代
も

ニ
ー
ト
の
若
者
た
ち

も
、
続
々
農
的
暮
ら
し

に
喜
び
を
発
見
！

「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
と
は
、
人
と
人
、
人
と
自
然
の
つ
な

が
り
が
実
感
で
き
る
暮
ら
し
方
。
都
市
の
暮
ら
し
に「
農
」

を
呼
び
込
み
、
余
暇
に
は
「
村
の
暮
ら
し
」
を
体
感
。
都

市
と
農
村
を
行
き
交
う

暮
ら
し
か
ら
定
住
ま

で
。

仕
事
も
予
算
も
中
央
か
ら
の
配
分
を
待
ち
受
け
る
時
代

は
終
わ
っ
た
！

「
足
元
の
需
要
」
に
応
え
て
新
た
な
仕

事
を
お
こ
し
つ
つ
、「
自
給
す
る
経
済
」、「
相
互
扶
助
の

経
済
」ま
で
含
め
て「
地

域
が
元
気
に
な
る
経

済
」
を
め
ざ
す
シ
リ
ー

ズ
。

第４集 地元学 全４冊
●３６００円第５集 食育・スローフード 全４冊

●３６００円第６集 江 戸 全４冊
●３６００円

地
元
学
と
は
、「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
で
は
な
く
「
あ

る
も
の
探
し
」。
高
度
成
長
以
来
の
業
種
別
タ
テ
割
り
中

央
集
権
構
造
で
見
失
っ
て
い
た
地
域
の
つ
な
が
り
・
足
元

の
生
活
資
源
の
住
民
自

身
に
よ
る
と
ら
え
直
し

と
取
り
戻
し
か
ら
、「
小

さ
な
村
」
の
個
性
と
自

治
の
再
生
へ
。

食
の
課
題
は
「
安
全
安
心
」
だ
け
で
は
な
い
。
食
で
つ

な
が
る
人
と
人
、
人
と
自
然
の
関
係
は
本
来
も
っ
と
豊
か

で
楽
し
い
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
。「
食
の
商
品
化
」
で
断

ち
切
ら
れ
た
「
自
然
―

農
―
食
―
人
間
」
の
つ

な
が
り
の
環
を
取
り
戻

そ
う
と
始
ま
っ
た
、
食

と
農
、
ま
ち
と
む
ら
の

向
か
い
合
い
。

「
百
姓
は
生
か
さ
ず
殺
さ
ず
」
の
貧
農
史
観
、「
江
戸
時

代
は
飢
饉
と
一
揆
の
連
続
」
の
特
異
現
象
史
観
を
は
な
れ

て
江
戸
を
み
る
と
き
、
コ
モ
ン
ズ
、
遊
び
日
、
地
割
慣
行

な
ど
、
２１
世
紀
に
生
か

す
べ
き
〈
自
然
―
人
間

―
社
会
〉
の
自
治
・
民

主
主
義
が
見
え
て
く

る
。

「改正農薬取締法」に合わせて大改訂協文農

価格は税込ご注文は

人生や地域の〈希望〉を、小さな村から発信
「増刊 現代農業」バックナンバーセット・全６集、発売

定
年
帰
農

パ
ー
ト
１

６
万
人
の
人
生
二
毛
作

定
年
帰
農

パ
ー
ト
２

１
０
０
万
人
の
人
生
二
毛
作

青
年
帰
農

若
者
た
ち
の
新
し
い
生
き
か
た

団
塊
の
帰
農

そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
二
毛
作

な
つ
か
し
い
未
来
へ

農
村
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
し
直
す

地
域
か
ら
の
ニ
ッ
ポ
ン
再
生

農
的
暮
ら
し
の
構
造
改
革

地
域
か
ら
変
わ
る
日
本

地
元
学
と
は
何
か

自
然
と
と
も
に
平
和
を
つ
く
る

「
文
明
の
衝
突
」か
ら「
文
化
の
共
生
」へ

新
ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ
の
す
す
め

庭
、
里
山
、
鎮
守
の
森

日
本
的
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め

農
の
あ
る
余
暇

日
本
的
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
す
す
め

農
の
あ
る
庭

田
園
住
宅

建
て
る

借
り
る

通
う

住
ま
う

お
と
な
の
た
め
の
食
育
入
門

環
を
断
ち
切
る
食
か
ら
、環
を
つ
な
ぐ
食
へ

食
の
地
方
分
権

地
産
地
消
で
地
域
の
自
立

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ
イ
フ
提
案
カ
タ
ロ
グ

孫
よ

土
と
遊
べ
、
ふ
る
さ
と
に
学
べ

土
建
の
帰
農

公
共
事
業
か
ら
農
業
・
環
境
・
福
祉
へ

不
況
だ
か
ら
元
気
だ

小
さ
な
消
費
で
優
雅
な
暮
ら
し

帰
農
時
代

む
ら
の
元
気
で「
不
況
」を
超
え
る

田
園
工
芸

豊
か
な
手
仕
事
の
創
造

２１
世
紀
は
江
戸
時
代

開
府
４００
年

ま
ち
・
む
ら
・
自
然
の
再
結
合

す
べ
て
は
江
戸
時
代
に
花
咲
い
た

自
給
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

縄
文
・
江
戸
・
２１
世
紀

暮
ら
し
が
景
色
を
つ
く
る

ニ
ッ
ポ
ン
型
環
境
形
成
の
源
流

原色

病
害
虫
百
科

第
２
版
全
１５
巻

（
野
菜
７
巻
・
作
物
３
巻
・
果
樹
５
巻
）

Ａ
５
判
・
上
製
、
各
４８０
〜
７５０
頁
、
収
録
病
害
虫
１
６

０
０
種
、
カ
ラ
ー
写
真
６
０
０
０
点

★現場第一線の研究者・指導者３７０名の総力
を結集して増補大改訂。
★被害の様子、診断のポイント、病害虫の
生態、発生条件、防除の実際、効果の判定
など、実際的に詳しく解説。

第
１
回
配
本

０５
年
１
月
下
旬
刊

野
菜
・
第
２
巻

キ
ュ
ウ
リ
・
ス
イ
カ
・
メ
ロ
ン
他

●
１
２
０
０
０
円

野
菜
・
第
３
巻

イ
チ
ゴ
・
マ
メ
類
・
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
他

●
１
１
０
０
０
円

【
以
下
続
刊
】

野
菜
・
第
１
巻

ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
他

野
菜
・
第
４
巻

キ
ャ
ベ
ツ
・
ハ
ク
サ
イ
・
シ
ュ
ン
ギ
ク
他

野
菜
・
第
５
巻

レ
タ
ス
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
セ
ル
リ
ー
他

野
菜
・
第
６
巻

ネ
ギ
類
・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
ミ
ツ
バ
他

野
菜
・
第
７
巻

ダ
イ
コ
ン
・
ニ
ン
ジ
ン
・
イ
モ
類
他

作
物
・
第
１
巻

イ
ネ

作
物
・
第
２
巻

ム
ギ
・
ダ
イ
ズ
・
ア
ズ
キ
・
飼
料
作
物

作
物
・
第
３
巻

チ
ャ
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
タ
バ
コ
他

果
樹
・
第
１
巻

ミ
カ
ン
・
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

果
樹
・
第
２
巻

リ
ン
ゴ
・
オ
ウ
ト
ウ
・
西
洋
ナ
シ
・
ク
ル
ミ

果
樹
・
第
３
巻

ブ
ド
ウ
・
カ
キ

果
樹
・
第
４
巻

モ
モ
・
ウ
メ
・
ス
モ
モ
・
ア
ン
ズ
・
ク
リ

果
樹
・
第
５
巻

ナ
シ
・
ビ
ワ
・
イ
チ
ジ
ク
・
マ
ン
ゴ
ー

野
菜
園
芸
大
百
科

第
２
版
・
全
２３
巻

●
揃
２
１
８
０
０
０
円

果
樹
園
芸
大
百
科

全
１８
巻

●
揃
１
５
０
０
０
０
円
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